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⾦⾕ 啓之✉ 

東京⼤学⼤学院医学系研究科 システムズ薬理学教室 
 
１１．．ははじじめめにに  

今回、「生物リズム若手研究者の集い 2024」の参加
記を書く機会をいただいたので、紙幅の許す限り、そ

の魅力を紹介したいと思う。 
私はこれまで、九州大学の伊藤太一先生らと、ヒド

ラの睡眠様状態について研究し、現在は博士課程の大

学院生として東京大学の上田泰己先生の研究室で研

究を行っている。昨年末に上梓した拙著『睡眠の起源』

（講談社現代新書）にも記したように、これまでの私

の研究は時間生物学とともにあったが、実のところ

「生物リズム若手研究者の集い」に現地参加するのは

初めてだった。しかしながら、「若手研究者の集い」

が、私にとって非常に有意義なものであったことは間

違いない。ここでは、会の概要を紹介し、これからの

機会に参加を考えている方の参考となる情報を提供

したい。 
 

２２．．「「若若手手研研究究者者のの集集いい」」のの概概要要  

「生物リズム若手研究者の集い 2024」は、2024年
11月 18日に開催された。第 31回日本時間生物学会
学術大会（富山大会、会期: 2024年 11月 16 - 17日）
の翌日となる。会場は、富山駅周辺のボルファート富

山で、学術大会から引き続いて参加することが可能だ

った。プログラムは、以下の通りである。 
 
1. 小島志保子先生(バージニア工科大学)のご講演 
2. Group Discussion 
3. 昼食 
4. 吉田雄介先生(株式会社サクラボサイエンス)の 
ご講演 

5. ポスター発表 
6. Group Discussion （2ラウンド目） 
 
終始アットホームな雰囲気で開催された「若手研究

者の集い」を、存分に楽しむことができた。会場にあ

る飲み物を片手に、学術大会の疲れを癒しながら、リ

ラックスして参加することができる。昼食は、各自で

とる形だったが、たとえば隣に座った人と一緒に会場

周辺のレストランへ行き、そこでさらに知り合いを増

やすといったことも可能だ。なお、あいにく現地参加

が叶わない場合でも、オンラインでの参加が可能だっ

た。 
 

３３．．２２つつのの講講演演 
午前と午後にそれぞれ、バージニア工科大学の小島

志保子先生、株式会社サクラボサイエンスを経営され

ている吉田雄介先生が講演された。 
小島先生はアメリカからオンラインでの講演だっ

たが、「オンライン」を感じさせない熱い講演だった。

ご自身の研究内容のみならず、これまでのご経歴、特

にアメリカで独立して研究室を主宰されるまでの詳

細を、裏話も含めてざっくばらんにお話ししてくださ

った。こうした内容の講演は、今後のキャリアを模索

する若手研究者にとって非常に貴重なものであり、講

演後の Q&Aでも質問が絶えなかった。 
吉田先生は、とても興味深いご経歴の持ち主である。

起業し会社を経営されている一方、独自にアカパンカ

ビの研究を進められている。アカパンカビの研究は、

時間生物学に重要な知見をもたらしてきた。私も、ア

カパンカビの概日リズムに関する論文を何度も読ん

だことがあるが、「アカパンカビがどのような生物か」

を詳解していなかった。アカパンカビの概日リズムの

測定手法に”Race-tube assay”と呼ばれるものがある

が、吉田先生は”Race-tube assay”を行うためのガラ

スチューブを持参され、詳しく紹介してくださった。

現在、日本でアカパンカビを研究されているのは、吉

田先生だけということで、非常に貴重な講演となった。 
 
４４．．GGrroouupp  DDiissccuussssiioonn ととポポススタターー発発表表  

 午前と午後、 2 回に分けて行われた Group 
Discussionでは、参加者が 5 - 6人のグループに分か
れ、１人あたり 10分程度の持ち時間で、自らの研究
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内容を紹介した。少人数のグループであるため、何か

疑問に思ったことがあれば、途中で遠慮なく訊くこと

ができる。ひとたび自らが注目している研究トピック

から離れれば、研究内容の詳細は案外知らないことも

多いのではないだろうか。一口に「生物リズム」と言

っても、研究の対象は様々だ。用いている研究材料を

とっても、哺乳類から植物、シアノバクテリア、さら

に数理モデルの研究だったりする。Group Discussion
では、学会では質問しづらいような基本的な内容でも、

じっくり訊くことができた。「時間生物学」を学び始

めた初学者にとって、とても有益な機会である。 
ポスター発表では、20 名超の発表者が発表を行っ

た。議論の時間も十分確保され、学術大会で聞き逃し

てしまった発表内容も、じっくりと聞くことができた。

私は不肖ながら、「生物リズム」とは関連性が薄い麻

酔のメカニズムに関するポスターを掲示させていた

だいたが、それでも多くの方々にポスターを見ていた

だいた。 
 
５５．．ななぜぜ「「若若手手研研究究者者のの集集いい」」がが必必要要かか  

 私は、今回の「生物リズム若手研究者の集い」を企

画・運営したわけではないが、参加者の一人として、

なぜ「若手研究者の集い」が必要なのかを述べてみた

いと思う。 
 まず研究者たる者、多くの場合「次世代の科学をつ

くる」という自負を持って研究に臨むわけだが、研究

室に所属して研究をしていると、目前の研究テーマに

集中して、視野が狭くなってしまうこともある。「生

物リズムに関連して、どのような研究が行われている

か」、とりわけ「周囲の優秀な若手研究者がどのよう

な研究しているか」を知る上で、「若手研究者の集い」

は貴重な機会となるだろう。 
  

 次に、「若手研究者の集い」で得たコネクションは、

必ず将来の糧になる。若手研究者は、現在こそ「若手」

だが、20 - 30年後に「若手」でないことは言うまで

もなく、もしかすると時間生物学のリードする立場か

もしれない。「若手研究者の集い」は、「リズム」をキ

ーワードにして、多くの研究者と知り合う良い機会を

提供してくれる。そこで得た繋がりを大事にし、研究

についての熱い思いを共有し合うことができれば、今

後の研究活動においてプラスに働くことは間違いな

い。 
 
66．．おおわわりりにに 
「生物リズム若手研究者の集い」は、終始アットホ

ームな雰囲気で開催され、楽しみながら時間生物学へ

の理解を深めることができる。生物リズムに興味はあ

るけれども、まだ具体的に研究を始めていない学生で

あっても、参加を歓迎される。また、若手研究者のみ

に参加を限定するものではない。生物リズムに関わる、

あるいは興味をもっている全ての研究者に門戸が開

かれている。この参加記に呼んでくださった一人でも

多くの方が、次回の「生物リズム若手研究者の集い」

に参加してくだされば、何より幸いである。 
 
77．．謝謝辞辞  

  本会を企画・運営された世話人である河本尚大さん

（理化学研究所）、柚木康弘さん（京都大学）、福永耕

大さん（琉球大学）、李若詩さん（筑波大学）、前田明

里さん（名古屋大学）、北口裕太さん（金沢大学）、丸

山迪代さん（国立研究開発法人産業技術総合研究所）、

中山友哉さん（名古屋大学）、松尾涼平さん（九州大

学）に感謝申し上げる。その他、執筆の機会をくださ

った先生方にも感謝申し上げたい。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

写真１．講演の様子（世話人の方々よりご提供） 写真２．ポスター発表の様子（世話人の方々よりご提供） 
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中村 渉✉ 

長崎⼤学 歯学部 加齢口腔⽣理学分野 
 
１１．．AAssiiaann  FFoorruumm  oonn  CChhrroonnoobbiioollooggyy  

2025 年 2 月 7 日から 9 日にかけて、インド・ニュ

ーデリーにて第 8 回アジア時間生物学フォーラム

（Asian Forum on Chronobiology, AFC）が開催され

た。AFC は、アジア地域における時間生物学研究者

の情報交換や共同研究の促進を目的とした学術集会

である。2015 年に札幌で、中国・韓国・インド・ト

ルコ・日本の研究者が参加して設立集会が開催され、

以降も定期的に開催されている（表１）1,2。AFC は興

隆の著しい中国時間生物学会などの国内会議をアジ

ア諸国に開くと共に、「時間生物学世界大会」（World 
Congress of Chronobiology, WCC）や「生物リズムに

関する札幌シンポジウム」（Sapporo Symposium on 
Biological Rhythm）等の国際会議と合同開催するこ

とにより、世界におけるアジア時間生物学研究のプレ

ゼンスを示してきた。特に、アジア睡眠学会（Asian 
Sleep Research Society, ASRS）との国際連携では、

学術集会を合同開催（2018，2023，2025）すると共

に、ASRS と日本睡眠学会が共同で発行している英文

誌「Sleep and Biological Rhythms」において、睡眠

研究と時間生物学の発展に貢献している。 
 
集会 開催年月日 開催地  

1st Sep. 7- 9, 2015 Sapporo, Japan. 

2nd Jun.25-27, 2017 
Hohhot, Inner Mongolia, 

          China. 

3rd Jul.14-14, 2018 Sapporo, Japan. 

4th Apr.25-27, 2019 Suzhou, China. 

5th Jul.14-19, 2021 Kaifeng, China. 

6th 
Mar.31 

   -Apr.1, 2023 
Istanbul, Türkiye. 

7th Aug.11-12, 2024 Sapporo, Japan. 

8th Feb. 7- 9, 2025 New Delhi, India. 

9th Jun. (TBD) 2026 Daejeon, Korea. 

10th      (TBD) 2027  (TBD)   China. 

11th May. (TBD) 2028  (TBD)   Cyprus. 

 
 

２２．．88tthh  AAssiiaann  FFoorruumm  oonn  CChhrroonnoobbiioollooggyy  22002255 
今回の学術集会は第 11 回アジア睡眠学会（11th 

ASRS）との合同で、デリー空港に隣接したエアロシ

ティ内にあるアンダーズホテルを主会場として開催

された。2 月 7 日にはプレカンファレンス・ワークシ

ョップとして、全インド医科大学（AIIMS）ニューデ

リー校にて、 
· Sleep and Circadian Clock 
· Yoga Nidra Practice 
· Technological Advances in Sleep Medicine 

上記 3 セッションが並行して開催された。AIIMS は

空港から 10km 程離れたデリー近郊に位置しており、

医学系教育機関としてインド国内最高水準の教育課

程を提供するとともに、第三次医療を担う医療機関と

して付属の大学病院が併設されている。施設内外では

ドクター・患者・医療職員・学生を問わず、それらの

人の数と密度に圧倒された。 
 2 月 8, 9 日はアンダーズホテルの主会場に移り、

「Studio 1-4」の 4 部屋に分かれてシンポジウム 28
セッション、口頭発表 4 セッションが並列で進行し

た。更にポスターセッション 52 演題と企業展示が展

示エリアにて、それらに加えて Keynote Lecture 9 演

題が「Studio 6」にて開催され、いずれの会場も盛況

であった。今回の学術集会では 11th ASRS と 8th AFC
との間に明確な区別はないものの、著者らを含むアジ

ア時間生物学フォーラムから企画提案されたシンポ

ジウムはいくつかの例外を除いて「Studio 4」に集約

されていた。また、シンポジウムはあらかじめ 1 セッ

ション 1 時間・演者 3 人と指定されて募集されてお

り、募集期間が短かったこともあって、それぞれの構

成には各国の特色が反映されて興味深い。著者は

「Studio 4」を拠点としてプログラムを精査し、効率

的に別会場にも足を運んだ。実際「Studio 4」では以

下の順に構成されていた（写真１左下）。 
2 月 8 日(初日)：トルコ・インド・韓国（基調講演）・

インド（一般口演）・日本 

関連学会参加記  
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2 月 9 日(2 日目)：中国・韓国・日本（基調講演）・イ

ンド・インド 
しかしながら今回、中国の研究者は査証発給が難航

して学会参加を断念せざるを得ず、シンポジウムセッ

ションは取り下げとなった。また、NIH グラントで

サポートされている米国在住のアジア系研究者は、学

会参加は認められたものの、集会での発表を禁じられ

演題を取り下げることになったと嘆いていた。ルイ・

パスツールの名言「科学に国境はないが、科学者には

祖国がある」に鑑みて、どちらも残念なことである。 
 
３３．．イインンドド交交通通事事情情にによよるる国国際際連連携携強強化化 
著者らはワークショップ前日の夕方にインディラ・

ガンディー国際空港に降り立った。スマートフォンの

配車アプリのおかげで、客引きに声をかけられること

もなく、同行した 3 名でタクシーに乗り込むまではよ

かったが、宿泊予定のホテルまで 15km 程度の道程で

インドの洗礼を受けることになった。三車線の道路を

五列縦隊で進もうとする車列、ひっきりなしに鳴らさ

れるクラクション、車間を縫って蛇行しようとするオ

ートリキシャ(３輪車タクシー)、当然の結果として引

き起こされる大渋滞…。１時間後、なんとかホテルに

チェックインし胸の動悸をおさえつつ近くの繁華街

を歩いていると、昨年 8 月の札幌以来となる韓国のフ

ォーラムグループとばったり再会した。彼らも運営事

務局が用意してくれたホテルで同宿であり、「空港近

くの会場ホテルから渋滞で 2 時間かかった」とのこ

と。地獄に仏とまではいわずとも、お互いに親近感を

覚えたのはいわゆる「吊り橋効果」かもしれない。 

４４．．アアジジアア時時間間生生物物学学フフォォーーララムム今今後後のの開開催催予予定定 
 本会初日の Get Together Dinner を前に Welcome 
Ceremony の Keynote Address として、アジア睡眠

学会およびアジア時間生物学フォーラムそれぞれの

設立理念から現在に至るまでの経緯、更に今後の展望

について講演された 1,2。それをうけて、翌日（2 日目）

の Closing Ceremony では、アジア睡眠学会学術集会

は 3 年毎に開催することと、次回（2028 年）もアジ

ア時間生物学フォーラムとの合同でキプロスにて開

催することが発表された。また、年次開催されるアジ

ア時間生物学フォーラムは、次回 2026 年 6 月頃に韓

国科学技術院（KAIST, Daejeon, Korea）にて開催予

定である（表１）。前述の通り、韓国フォーラムグル

ープとは宿泊ホテルが一緒だった御縁で、本会前日

Welcome Party 会場までの 3km 弱をシャトルバスで

同乗し、片道 90 分間語り合った仲である。「我々のホ

ームである大田（テジョン）開催に是非参加してくだ

さい」と言われれば断る選択肢はない。また、アジア

睡眠学会を主体として日本から参加していた睡眠研

究者に「今度、日本時間生物学会学術大会にも参加さ

せていただきます」との言葉をかけていただき、改め

て本フォーラムの意義を実感した次第である。 
 
 
参参考考文文献献  

1. 本間研一 時間生物学の歴史―日本編. 時間生

物学 1166, 48-51, (2010). 
2. 本間研一 時間生物学の歴史―世界編. 時間生

物学 1188, 36-39, (2012).

 

 
写真１．第 11 回アジア睡眠学会・第 8 回アジア時間生物学フォーラム合同集会の集合写真（右） 

基調講演後のスタンディングオベーション(左上)フォーラム拠点となった「Studio 4」前のプログラムボード（左下） 
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「Chronobiology for Life, Society, and the Earth」 
 
時間生物学は、さまざまな事象を地球規模で考える学際的かつ波及効果の大きな学術分野です。地球上に誕生した初期生命

は、エネルギー供給源が限られていたため、特殊な環境でしか生きることができなかったと考えられています。しかし、シア

ノバクテリアの誕生が生命に革命を起こしました。光合成です。無限の太陽エネルギーを拠り所にして、生物は生活範囲を広

げ続け、地球を隅々にまで命が溢れる奇跡の星へと変貌させていきました。その恩恵は光合成ができる植物に限らず、その植

物をエネルギー源とする動物、さらにそれらをエネルギー源とする肉食の動物にまで及び、「光合成生態系」と呼ばれるエコ

システムを形成しました。そして、太陽との契約によってエネルギーを得ている運命共同体の証として、そのほとんどに「生

物時計（体内時計）」という共通の特性を有する仕組みが備わっているのも偶然ではないように思われます。もちろん、私た

ち人間も「光合成生態系」の一員であり、体内時計に基づく秩序が生命活動を支えています。 
いま、地球温暖化が進み世界は気候危機に直面しています。地球温暖化の最初のスイッチとなった産業革命は、都市機能の

24 時間化が進む現在と地続きであり、われわれ時間生物学が取り組む課題へとつながっています。また、光合成は GX の根

幹であり、新たなイノベーションの萌芽となる可能性を秘めています。一方で、私たちの健康や暮らしに目を向けると、2025
年は、団塊世代が全て後期高齢者となり、超少子高齢社会が本格化する年でもあります。２４時間社会を生きる私たちの健康

や疾患予防に加え、増加する高齢者の認知症や睡眠障害など、時間生物学の貢献が期待されている医学的課題は山積していま

す。我が国では、労働人口の急激な減少と相まってシフトワークが不可欠な行政サービスや産業・経済活動をいかに持続可能

なものとするか、喫緊の社会的要請が寄せられています。社会からの期待がますます高まっている今、時間生物学会が果たす

役割はこれまでになく幅広く大きくなっています。 
第32回日本時間生物学会学術大会では、「Chronobiology for Life, Society, and the Earth」をテーマに、生命の根源的原理

からわれわれの健康と生活、そして地球の未来を考える学際的サイエンスを京都から発信します。 
 
 

第32回日本時間生物学会学術大会 
会長 八木田和弘 

 
 
 
 
【大会概要】 
会期 2025年10月3日（金） International Symposium on Chronobiology 2025 

2025年10月4日（土）～5日（日） 第32回日本時間生物学会学術大会 
     
会場 京都府立京都学・歴彩館 

〒606-0823 京都市左京区下鴨半木町1番地29 
京都三大学教養教育共同化施設・稲盛記念会館 
〒606-0823 京都市左京区下鴨半木町1番5 

大会ホームページ：https://www.k-gakkai.jp/jsc32/index.html  
 
参加登録・演題申込：4月中旬よりホームページで登録受付開始予定 

 

第32回⽇本時間⽣物学会学術⼤会のお知らせ 
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77．． 理事会は評議員の中から監査委員を選出する。理事がこれを兼務することはできない。 
88．． 理事会は学術大会会長を選出し、総会でこれを決定する。学術大会会長は理事でない場合はオブザーバ

ーとして理事会に参加するように努める。 
99．． 理事長は理事会の承認を得て、学会の運営に対する助言を行う顧問をおくことができる。顧問は 65 歳

以上の正会員とし、任期は理事会の任期終了までとする。 
（総会） 

11．． 本会の事業および組織・運営に関する最終の決定は、総会の議決による。 
22．． 総会は、正会員より構成される。定期総会は原則として毎年 1回開催され、理事長がこれを招集する。 
33．． 定期総会の議長は、大会会長がこれにあたる。 
44．． 理事長が必要と認めた場合、あるいは正会員の 4 分の 1 以上 または理事の 2 分の 1 以上の要請があ

った場合には、理事長は臨時総会を招集する。 
55．． 総会の議決は、出席者の過半数の賛成を必要とする。 

（学術大会） 

学術大会は、原則として毎年 1回開催し、その企画・運営は学術大会会長がこれにあたる。 
(設立年月日・所在地) 

11．． 本会の設立年月日は、平成 7 年（1995 年）1月 1 日とする。 
22．． 本会の所在地は事務局長を兼任する副理事長の所属施設の住所とする。 

44章章 会会計計  

11．． 本会の年度会費は、別に定める細則により納入するものとする。 
22．． 本会の会計年度は、毎年 1月 1 日に始まり、12月 31 日に終わる。 
33．． 本会の会計責任者は事務局長を兼任する副理事長とする。 

55章章 会会則則のの変変更更  

本会の会則の改正は、理事会の審議を経て、総会における出席者の 3 分の 2 以上の同意を経なければならな

い。 

付付則則  

本改正会則は、2025 年 1月 1 日から施行する。 

会会則則施施行行内内規規  

11．． 入会、退会及び休会手続き 
正会員の入会は、学会ホームページより事務局長まで届け出、理事会の承認を得なければならない。また休会

あるいは退会しようとする者も、学会ホームページから事務局長まで届け出なければならない。 
22．． 年度会費納入 

11)) 正会員の年度会費は、一般 6,000円、学生等 3,500円とする。ただし、会費徴収システムで継続

課金（自動支払い）登録をした場合の年度会費は、一般 5,000円、学生等 3,000円とする。シス

テム利用料（2020 年 9月現在 消費税込 110円）、または振込手数料は会員の負担とする。 
22)) 名誉会員は年度会費及び学術大会参加費を免除する。 
33)) 賛助会員の年度会費は、1口、20,000円とする。 
44)) 学生等の中で、学部または大学院修士課程に在籍する者あるいはそれらに相当する者は年度会費

納入時に納入免除を申請できる。申請が許可された者は、正会員の資格を有する。 
55)) 年度会費の改訂は総会の議決を必要とする。 
66)) 会費未納 2 年以上経過した会員は、会員資格と学会誌の発送を停止し、年度会費納入の督促を行

う。会員資格停止中の会員は、当該年度の年度会費に加え、１年分の年度会費を納入することで、

会員資格を回復できる。 
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77)) 長期にわたり年度会費を滞納した者は、理事会の承認を得て、除名することができる。 
33．． 評議員の推薦基準 

11)) 評議員の推薦基準は、原則として本会に所属し 3年以上の活発な活動を行い、本会の目的とする
研究分野および関連分野での十分な研究歴と業績をもつ（筆頭著者としての原著論文 2 報以上）
ものとする。 

22)) 会員歴が 3年未満でも、以下の条件を満たす会員は、理事の推薦と理事会の承認があれば、評議
員として推薦できる。 

• 本会の目的とする研究分野と関連する分野で 5年以上の研究歴を持っていること。 
• 本会の目的とする研究分野に関連する学会に 3年以上所属し活発な活動を行っていること。 
• 上記の研究分野および関連分野で筆頭著者としての原著論文が 2報以上あること。 
• 年齢が 35歳以上であること。 
33)) 学会の活動を積極的に行うため、直近の 3年間に少なくとも 1回は学術大会に参加することを再

任の基準とする。 
44．． 理事の選出 

投票は無記名で 5名以内の連記とする。 
55．． 専門委員会 

以下の専門委員会をおく。 
• 編集委員会 
• 国際交流委員会 
• 評議委員推薦委員会 
• 広報委員会 
• 将来計画委員会 
• 選挙管理委員会 
• 奨励賞選考委員会 
• 学術委員会 
• 特別功労賞選考委員会 
• その他、理事会が必要と認めたもの。 

66．． 日本時間生物学会学術奨励賞の制定 
11)) 日本時間生物学会会員として、時間生物学領域で顕著な業績をあげ、今後の活躍が期待される若

手研究者を表彰する。 
22)) 公募により募集した候補者の中から、毎年原則として基礎科学部門 1名、臨床・社会部門 1名の

計 2名を本賞受賞者として選定し、賞金を贈呈する。 
33)) 受賞者は、基礎科学部門および臨床・社会部門共通で、応募年度の 4月 1日時点で、博士学位の

取得後 11年以内、 または、修士学位・6年制課程学士学位（医学部、歯学部、獣医学部、薬学
部など）の取得後 13年以内であることとする。ただし、産前・産後の休暇、3か月以上の育児休
業を取得した場合は、男女を問わず 1回の出産につき 1年、学位取得後年数の延長を認める。介
護休業を取得した場合は、その期間、学位取得後年数の延長を認める。その他、激甚な災害等不

測の事態や、療養などによる研究活動の中断・遅延を考慮する。 
44)) 上記の目的で、理事会は理事の中から選考委員長 1名を選ぶ。委員長は、委員長を含めて 5名以

上からなる選考委員会を組織する。選考委員には、委員長を含め理事を 5 名以上含むものとし、
必要に応じて理事以外の委員を若干名招集することができる。 

77．． 賛助会員に関する取り決め 
11)) 賛助会員の定義 
• 賛助会員は本会の目的に賛同し、本会の事業に財政的援助を行う者で、理事会の承認を得た者と

する。 
22)) 会費 
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• 賛助会員の年度会費は、一口（20,000円）以上とする。 
33)) 賛助会員の特典 
• 一口につき 1名の大会参加費を事務局が負担する。 
• 日本時間生物学会会誌に賛助会員リストを掲載し、謝意を表す。 
• 日本時間生物学会会誌、又は日本時間生物学会ホームページに広告記事を掲載できるものとする。

学会誌、又はホームページへの広告記事の掲載は 1 年間（会費の有効期間）とする。学会誌への
掲載ページの場所と大きさは口数に応じて事務局で判断する。 

• 日本時間生物学会の大会での展示などをする場合は優遇する。 
44)) 賛助会員の会費の取り扱い 
• 賛助会員の会費を学術大会の運営費に充当する場合は、6割を超えてはならない。 

88．． 学術大会の発表に関する取り決め 
学術大会の「一般演題」発表の発表者（登壇者）は会員とする。ただし、大会長もしくは理事会が認めた場合

はこの限りではない。 
99．． 日本時間生物学会優秀演題賞の制定 

11)) 賞の名称および目的：賞の名称は日本時間生物学会学術大会優秀演題賞とし、若手研究者の育成
を目的とする。 

22)) 対象者：受賞対象者は日本時間生物学会学術大会において優秀な演題（ポスター）発表をした者
とする。 

33)) 人数：受賞者の人数はおおむね発表者の 5～10％とし、柔軟に対応する。 
44)) 選考：選考は選考委員会によって下記のように行う。 
• 理事会において、理事 1名および若手研究者 3～4名からなる選考委員会のメンバーを選出する。

選考委員の任期は理事の任期に準ずる。 
• 選考委員会の委員長は理事が務める。 
• 審査員は学術大会に参加した評議員が務める。 
• 審査員は優秀な演題（ポスター）発表を選び投票する。投票の方法は別に定める。（付則 1） 
• 投票結果に基づき、選考委員会で受賞者を決定する。（付則 2） 
55)) 発表：学術大会期間中に受賞者を発表して表彰する。 
66)) 賞品：賞状に加え、学術大会参加費及び懇親会参加費に相当する金額の賞金を贈呈する。これに

学術大会会長の選定した賞品を追加することは妨げない。 
※付則 1 審査員は、優秀演題を 3題選び記名投票する。 
※付則 2 原則として得票数に基づいて選考するが、受賞歴、基礎科学部門及び臨床・社会部門、
ならびに研究分野の発表演題数、分野のバランス等に応じた受賞者数なども考慮する。 

1100．． 日本時間生物学会特別功労賞の制定 
11)) 日本時間生物学会会員として、日本時間生物学会の発展に顕著な貢献を果たした者を表彰する。

本賞の対象者は、受賞時点において生存している個人とする。 

22)) 受賞候補者は、時間生物学会評議員よりの推薦とする。 

33)) 受賞者は、正会員または名誉会員であることとする。 

44)) 評議員から推薦された候補者の中から、年度あたり 2名までを受賞者に選定し、賞状と記念品を

贈呈する。 

55)) 理事長は、正会員の中から選考委員長 1名および選考委員 4名を指名し、選考委員会を組織する。

このうち、選考委員長および 2名以上の選考委員は、理事の中から選出する。 

66)) 選考委員会は、理事会の承認を得て正式に発足する。 

77)) 選考委員会は、推薦された候補者から 2名以内で受賞者を選出する。 

88)) 選考委員会は、選出した受賞者を理事会に報告し承認を得る。 
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1111．． この内規の改定は理事会の議決を必要とする。 
 
    

2005 年 2月 2 日一部変更 内規 6. 学会事務局設置に関する取り決めを追加 
2005 年 4月 23 日一部変更 内規 5. 学術委員会を追加 
 内規 7. 学術奨励賞選考基準を追加 
2005 年 7月 8 日一部変更 内規 8. 賛助会員に関する取り決めを追加 
2006 年 4月 22 日一部変更 内規 2. 5) 学会誌発送停止基準を追加 
2006 年 8月 4 日一部変更 内規 9. 一般演題登壇者の取り決めを追加 
2009 年 11月 20 日一部変更 内規 10.. 優秀ポスター賞制定を追加 
2011 年 4月 16 日一部変更 内規 7. 2) 学術奨励賞年齢制限を変更 
2011 年 4月 28 日一部変更 内規 10. 4)  ポスター賞審査員を変更 
2011 年 10月 31 日一部変更 内規 10. 3) ポスター賞人数の内容変更 
 内規 10. 4) ポスター賞選考方法の変更 
 付則 1. 内容変更 
 付則 2. 内容変更 
2012 年 4月 16 日一部変更 内規 10. 3) ポスター賞人数の文言一部削除 
 付則 2. 文言追加 
 内規 7. 1) 学術奨励賞の選考基準に文言を追加 
 内規 8. 3) 賛助会員の特典に文言を追加 
2014 年 11月 7 日一部変更 会則 3章 (会員) 3. 名誉会員推薦年齢の変更 
 内規 1. 休会事項を追加 
2015 年 5月 23 日一部変更 内規 6. を改定して学会所在地を明記 
 内規 11. 学会設立年月日を追加 
 内規 12. 11 の追加に伴い 11 を 12 に変更 
2015 年 6月 17 日一部変更 内規 7. 2) 奨励賞の年齢制限改定。両部門共通化 
  学位取得後年数に統一。 
2015 年 11月 21 日一部変更 会則 3章 組織と運営 
 (役員) 1. 副理事長を追加。再任を妨げないを削除 
 2. 理事の任期（連続 2 期）を制定 
 5. 副理事長、事務局長の選任規定を追加 
 (設立年月日・所在地) の項目を追加 
 会則 4章 会計 3. 会計責任者の項目を追加 
 付則：今回改正前の付則を削除し、以下を追加 
 1. 本改正の施行日 
 2. 副理事長の選任時期 
 3. 理事再選制限についての移行措置 
 内規 6. 11 は会則に移動するため削除 
  それに伴い 7 以後の番号の変更 
 改正履歴の書式を統一。 
2017 年 10月 27 日一部変更 内規 8. 学術大会の発表に関する取り決めに文言を追加 
2018 年 6月 10 日一部変更 内規 1. 入会、退会及び休会手続きに文言を追加 
2019 年 5月 27 日一部変更 内規 6. 3,4) 学術奨励賞選考委員会について変更 
2020 年 9月 27 日一部変更 会則 3章 （評議員）1. 名誉会員の追加と表現の修正 
 内規 2.  1) 年会費の改訂と継続課金会員会費の導入 
 内規 2.  5) 会費未納入時の会員資格停止と回復手順の
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明示 
2021 年 11月 21 日一部変更 会則 3章 組織と運営 
 (役員) 2. 理事長推薦理事の会則への明文化と、 

人数の増加（5 人から 8 人へ） 
 内規 4.  2) 会則へ移行し、削除 
2023 年 4月 7 日一部変更 内規 6. 選定基準の明確化と文言改訂 
2023 年 4月 29 日一部変更 内規 9. 優秀ポスター賞の名称を優秀演題賞に変更。附

則 2 に、「分野のバランス等に応じた」を追加 
2023 年 12月 18 日一部変更 会則付則 会則改正に即した施行日への変更。理事・副理

事選制度改定の暫定措置に関する項目の削除

（旧付則 2.および 3.） 
 内規 2. 「年会費」を「年度会費」に文言変更。4) 修士

課程以下学生の年度会費免除制度についての規

定を追加。それに伴う 4)以後の番号を変更 
 内規 3.  3) 誤表記の削除 
 内規 7.  2)「年会費」を「年度会費」に文言変更 
 内規 9. 「附則」を「付則」に文言変更。誤表記訂正 
2024 年 11月 2 日一部変更 内規 5. 特別功労賞選考委員会を追加 
 内規 10. 日本時間生物学会特別功労賞受賞者の制定に関

する条項を追加 
 内規 11. 内規 10追加に伴う旧内規 10 の番号変更 
2024 年 11月 17 日一部変更 会則 3章 組織と運営 
 (役員) 4. 理事長再任についての規定を追加 
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以下の団体（代表者、敬称略）から賛助会員として学会運営にご協力いただいております。 

お名前を掲載し感謝いたします。 

 

ブライトライト専門店 （向井嘉一）  

一般財団法人 アショフ・ホンマ記念財団 （本間研一） 

Crimson Interactive Pvt. Ltd. （Sharad Mittal） 

有限会社 メルクエスト （山本敏幸） 

電制コムテック株式会社 （田上寛） 

エダンズ Bld. （橋口久美子） 

 

日本時間生物学会事務局 

賛助会員 
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2024 年 11 月改訂 
原原稿稿ににつついいてて  
 本誌では、投稿原稿を受け付けています。以下の執筆要領にしたがって原稿を編集局までお送り下さい。原稿

の採用については、編集委員会が中心になって査読を行いますが、必要に応じて関連分野の専門家に依頼し決定

します。 
 原稿は、ワードプロセッサーまたはコンピュータソフトを用いて作成してください。原稿のファイルを図表の

ファイルとともに、編集局へメールの添付書類にてお送りください（送り先：tomokoyn@u-toyama.ac.jp）。メ

ールで送信できない場合には、プリントアウトした原稿１部（図表を含む）とそれらのファイルを保存した

CDROM などを編集局へ送付して下さい（氏名を記載のこと）。ワープロソフトは一般に使われているものなら

何でも結構ですが、使用した OS とソフトをお知らせください。図版等は、tif、jpg、pdf 形式での投稿を推奨し

ますが、それ以外につきましては、編集担当者までご相談ください。図や写真をカラーで投稿頂いた場合も、印

刷は白黒を基本とします。カラー印刷をご希望の場合は、投稿時にお知らせ下さい。なお、非会員で総説または

技術ノートを執筆いただいた場合、会費免除で１年間本学会会員になることができます。  
 2011 年第１号より、発刊時に日本時間生物学会のホームページ上の学会誌コーナーに原則としてすべての記

事を pdf ファイルで閲覧することになりました。予めご了承ください。また、別刷は配布いたしません。公開に

伴うメールアドレスの公開を見合わせたい方はご連絡ください。総説については医中誌 Web に抄録が掲載され

ます。抄録掲載を許可いただけない場合はご連絡ください。総説は原則として発表済みの内容をもとに記載して

ください。本誌掲載後、著作権は日本時間生物学会に帰属するものとし、本学会の承諾なしに他誌に掲載するこ

とを禁じます。 
 
１１．．総総説説とと技技術術ノノーートト  
１）原稿の長さは、図、表、文献を含め刷り上がりで４～５ページ程度（１頁は約 2100字と考えて下さい：横 

１行 23文字で１頁 46×２＝92 行）とする。  
２）第１頁に表題、著者名、所属及びその所在地、電話番号、FAX番号、E-mail アドレス及び脚注（必要が あ

る場合）を記す。  
３）第２頁に 400字程度のアブストラクトを記入する。  
４）本文に節を設ける場合、１.、２.、３.、・・・・とする。  
５）参考文献の数は特に制限しないが、50 編以内が望ましい。参考文献は、引用順に通し番号を付けて文末に

まとめて掲げる。本文中の引用個所には、通し番号を上付きで示す。 
（例）～による 1、…である 2-4。 

６）文末の参考文献の記載は、次のようにする（Nature 誌と同形式）。著者が 6 名以上の場合は、筆頭著者名の

みを記載し、以下は「et al.」と省略する。 
［雑誌］ 通し番号. 著者名 題名. 誌名, 巻巻数数, ページ（発行年）  
［書籍］ 通し番号. 著者名 題名. 書名（編者）, ページ, 発行所（発行年）  
（例）1. Ikegami, K. et al. Tissue-specific posttranslational modification allows functional targeting of 

thyrotropin. Cell Rep. 99, 801-809 (2014). 
2. van den Pol, A. in Suprachiasmatic nucleus   (eds Klein DC, Moore RY, & Reppert SM) Ch. 2, 

17-50 (Oxford University Press, 1991). 
3. Yoshikawa, T., Yamazaki, S. & Menaker, M. Effects of preparation time on phase of cultured 

tissues reveal complexity of circadian organization. J. Biol. Rhythms 2200, 500-512, (2005). 
4. 重吉康史, 長野護 & 筋野貢. 体内時計中枢に内在する同期機構. 生体の科学 6677, 527-531, (2016). 
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７）表は原則として３～５程度とするが、必要に応じて増やすことができる。簡潔な標題と必要な説明をつけて、

本文とは別の用紙に作成する。  
８）図は原則として３～５程度とするが必要に応じて増やすことができる。図には簡単な標題を付ける。図の 標
題と説明は別紙にまとめる。  

９）図及び表は、図１、図２、・・・、表１、表２、・・・の通し番号で表示する。  
10）図及び表を文献から引用した場合、引用を明記するとともに、引用の許可が必要な場合には、著者の責任で

許可をとっておく。  
 
２２．．研研究究室室便便りり 
 研究室や研究グループの紹介記事。刷り上がりで１～２頁程度。執筆者を含む顔写真、または研究現場のスナ

ップ写真を少なくとも１枚は添付する。写真には標題と説明を付ける。  
 
３３．．リリレレーーエエッッセセイイ 
リレー式に次号の著者を指名していくエッセイ。内容は自由。図表や写真も掲載可能。刷り上がりで１～２頁

程度。 
 
４４．．留留学学体体験験記記 / 海海外外レレポポーートト 
 留学などで滞在した研究室、訪問した研究施設、あるいは海外調査や見聞の紹介記事。写真があれば添付する。

刷り上がりで２～４頁程度とする。  
 
５５．．関関連連集集会会報報告告  
 国内外の関連集会の紹介記事。写真があれば添付する。刷り上がりで２～４頁程度。 
 
【【倫倫理理】】ヒトを対象とした研究においては、厚生労働省による「臨床研究に関する倫理指針」、厚生労働省・文 
部科学省による「疫学研究に関する倫理指針」、文部科学省・厚生労働省・経済産業省による「ヒトゲノム・遺

伝子解析研究に関する倫理指針」に則り、倫理委員会の審査・許可を経た上で行ったものであることを前提 と
します。また、動物を対象とする研究においては、所属機関の動物実験委員会等の規定に従い、十分な配慮 の
上行った研究であることを前提とします。したがって、以上の指針・規定に沿っていない研究については掲載す

ることが出来ませんので、ご注意ください。 
 
【【利利益益相相反反】】研究データの公正かつ適切な判断のため、研究に関連する可能性のある利益相反（Conflict of  
Interest：COI）が存在する場合は、本文中に必ず記述してください。所属機関等の第三者が COI を管理して い
ない場合も、できる限り研究に関与した研究者に COI が存在することが明らかな場合は記述してください。 
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